
年間授業計画

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目

1 1 4 組

( )

科目

使用教科書： 第一学習社　高等学校 改訂 科学と人間生活

教科  理科 の目標：
自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行
うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成
する。

科学と人間生活 の目標：
 自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生活との関わりについての理解を
深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付ける

【知識及び技能 】
自然の事物・現象に対する概念や原理・法則を理解し、科学的に探究するために必要な観察・実験等の技能を身に
つける。

【思考力、判断力、表現力等】 獲得した知識や技能をもとに科学的な思考力、判断力、表現力を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】 科学的に探究しようとする態度を身につける。

対象学年組：第 学年 組～

教科担当者： （１組：林・矢尾板） （２組：林・矢尾板） （３組：林・矢尾板） （４組：林・矢尾板）

足立工科 科学と人間生活
教科：  理科 科目： 科学と人間生活 単位数： 2 単位

 理科

科学技術の発展の人間生活への貢献、身近な事
物・現象を通しての現代の人間生活と科学技術
の関連性についての知識を身につけ、これから
の科学技術と人間生活のあり方について理解す
る。

身近な事物・現象の中に問題を見出し、観察、
実験、調査などを行って得た結果について、科
学的に思考し、判断する。
そこから導き出した自らの考えを的確に表現す
る。

身近な事物・現象に関心や探究心をもち、科学
的な視点・考察力を養うとともに、科学技術に
対する関心を高める態度を身につける。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○ 5

１
学
期

【科学と人間生活Ａ】
　単元　熱の性質とその利用

観察，実験などを行い，熱の性質，
エネルギーの変換と保存および有効
利用について，日常生活と関連付け
て理解する。

・温度と熱運動
・熱容量と比熱

【知識・技能】
絶対温度，熱運動，熱量の保存，熱容量と比
熱について理解している。

【思考・判断・表現】
物体の熱量や熱容量を計算することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近で体感する温度に興味をもち，熱の性質
について理解しようとする。

○ ○

期末考査
○ ○

【科学と人間生活Ｂ】
　単元　材料とその利用

観察、実験などを行い、金属やプラ
スチックの種類、性質および資源の
再利用について、日常生活と関連付
けて理解する。

1

・プラスチックの特徴
・プラスチックの分類と用途

【知識・技能】
プラスチックを加熱した際の熱に対する性質
の違いを理解している。

【思考・判断・表現】
プラスチックの性質の違いからそれらの用途
を考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
人間生活に不可欠なプラスチックについて興
味を持ち、それらの性質、化学構造、用途に
ついて理解しようとする。

○

・プラスチックの分類と用途
・さまざまなプラスチック
・金属と人間生活

【知識・技能】
仕事と熱，電流と熱の関係についてそれぞれ
理解している。

【思考・判断・表現】
ジュールの法則の式から，電力量や電力を求
めることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
仕事や電流と熱の発生との関係に関心を抱
き，エネルギーの移り変わりについての知識
を習得しようとする。

【知識・技能】
プラスチックの構成粒子である原子や共有結
合について理解している。
金属の一般的な性質や金属結合について理解
している。

【思考・判断・表現】
プラスチックの性質の違いや化学的な構造上
の特徴から、用途や利用方法に違いがあるこ
とを考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
プラスチック、金属、ガラスの再利用につい
て、意欲的にその方法と必要性について理解
しようとする。

・熱の伝わり方
・仕事や電流と熱の発生
・エネルギーの移り変わり
・エネルギー資源の有効活用

○ ○ ○

〇 〇 〇

7

中間考査
○ ○

【科学と人間生活Ａ】
　単元　熱の性質とその利用

観察，実験などを行い，熱の性質，
エネルギーの変換と保存および有効
利用について，日常生活と関連付け
て理解する。

【科学と人間生活Ｂ】
　単元　材料とその利用

観察、実験などを行い、金属やプラ
スチックの種類、性質および資源の
再利用について、日常生活と関連付
けて理解する。

○ ○

【知識・技能】
身のまわりには多様な微生物が存在すること
を理解している。

【思考・判断・表現】
自然界のどのような場所にどのような微生物
が生息しているか，どのような役割を果たし
ているかを考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身のまわりに生息する微生物に関心を抱き，
自然界にみられるさまざまな微生物について
理解しようとする。

【科学と人間生活Ａ】
　単元　微生物とその利用

観察，実験などを行い，微生物のは
たらきを人間生活と関連付けて理解
する。

・身近な微生物
・微生物の発見
・生態系内の微生物

○ ○

1

5

7

6

○

２
学
期



〇

1

合計

○ ○

〇 〇 〇

7

〇 〇

○ 7

7

〇 〇

○ ○

・金属とその製錬
・金属のさびと合金

【知識・技能】
鉄、銅、アルミニウムの性質と違いについて
理解している。

【思考・判断・表現】
学習の中で得た知見の基、金属のさびを防止
する手法について考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身の回りの金属に関心を示し、その種類、化
学的性質、日常生活への利用方法について知
識を習得しようとする。

〇

○ ○

【知識・技能】
身のまわりには多様な微生物が存在すること
を理解している。

【思考・判断・表現】
自然界のどのような場所にどのような微生物
が生息しているか，どのような役割を果たし
ているかを考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身のまわりに生息する微生物に関心を抱き，
自然界にみられるさまざまな微生物について
理解しようとする。

【科学と人間生活Ａ】
　単元　微生物とその利用

観察，実験などを行い，微生物のは
たらきを人間生活と関連付けて理解
する。

【科学と人間生活Ｂ】
　単元　材料とその利用

観察、実験などを行い、金属やプラ
スチックの種類、性質および資源の
再利用について、日常生活と関連付
けて理解する。

・身近な微生物
・微生物の発見
・生態系内の微生物

○ ○

70

1○

1○

7

7

7

○

○

○

○

３
学
期

２
学
期

学年末考査

中間考査

期末考査

・タンパク質のはたらきと構造
・遺伝子とＤＮＡ
・タンパク質の合成
・血糖濃度の調節

【知識・技能】
DNAとタンパク質の合成のされ方、血糖濃度の
調整と糖尿病について理解している。

【思考・判断・表現】
タンパク質の種類はDNAの塩基配列にもとづく
ものであること、血糖濃度の調節のしくみと
糖尿病について説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
タンパク質や血糖濃度の調節のしくみに興味
をもち，理解しようとする。

【科学と人間生活Ｂ】
　単元　天気と天体

観察、実験などを行い、天体につい
てや、天気、環境問題などについて
人間生活と関連付けて理解する。

・太陽系
・気団と気圧
・環境問題への取り組み

【知識・技能】
太陽系に属している天体について理解してい
る。

【思考・判断・表現】
日本周辺の気団と、それに付随する気圧や天
候の変化について関心をもって考察すること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身の回りの環境問題について理解し、それを
解決するための取り組みについて理解しよう
とする。

【科学と人間生活Ｂ】
　単元　衣料と食品

観察、実験などを行い、タンパク質
の種類、性質および化学繊維につい
て、日常生活と関連付けて理解す
る。

・化学繊維
・栄養素の化学的構造

【知識・技能】
繊維の種類と性質、構造と染色について理解
している。

【思考・判断・表現】
天然繊維の化学的性質の違いや構造上の特徴
から、用途の違いについて考察することがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身の回りの繊維について興味を持ち、その種
類や性質、衣料材料の構造と加工について理
解しようとする。

【科学と人間生活Ａ】
　単元　微生物とその利用

観察，実験などを行い，微生物のは
たらきを人間生活と関連付けて理解
する。

・微生物の利用
・食品と微生物
・医薬品と微生物
・微生物の利用の広がり

【知識・技能】
微生物の利用の広がりについて理解してい
る。

【思考・判断・表現】
発酵や抗生物質、ワクチンに，微生物が役
立っていることを考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
日常生活への微生物の応用に興味をもち，こ
れからの微生物の利用について思考しようと
する。

【科学と人間生活Ａ】
　単元　ヒトの生命現象

・観察，実験などを行い，ヒトの生
命現象を人間生活と関連付けて理解
する。


